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最近、県内で、キャッシュカードをだ

まし取る新手の詐欺事件が発生していま

す。

主には、警察官を装いながら「詐欺事

件である人間を捕まえたところ、あなた

のキャッシュカードを持っていましたの

で、銀行口座と暗証番号を教えてほしい」

と電話をかけてきた後、銀行協会職員や

銀行員を装った者が訪れ、「警察から連絡

があったので、後で新しいカードを交付

する」との説明をし、キャッシュカード

をだまし取り、ＡＴＭ機等で現金を払い

出す手口のものです。

警察官が電話で銀行口座や暗証番号を尋

ねることはありませんので、不審に思った

ら警察署に確認をとってください。

キャッシュカード詐欺にご注意を！

東金警察署 �（５４）０１１０問

舌ケア始めましょう
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近
年
、
フ
ロ
ン
な
ど
の
物
質
が

原
因
で
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
表

に
降
り
注
ぐ
紫
外
線
の
量
が
増
え

つ
つ
あ
り
、
生
態
系
へ
の
悪
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

９
月
は
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対
策

推
進
月
間
」。
こ
の
機
会
に
、
わ

た
し
た
ち
を
紫
外
線
か
ら
守
っ
て

く
れ
る
オ
ゾ
ン
層
な
ど
に
つ
い

て
、
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

太
陽
か
ら
の
有
害
な
紫
外
線
を

吸
収
し
、
生
命
を
守
っ
て
く
れ
て

い
る
オ
ゾ
ン
層
。
こ
の
オ
ゾ
ン
層

の
破
壊
が
、
フ
ロ
ン
な
ど
の
物
質

に
よ
り
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

フ
ロ
ン
は
、
冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ

ン
の
冷
媒
や
断
熱
材
、
カ
ー
エ
ア

コ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
気
中
に

放
出
さ
れ
る
と
ほ
と
ん
ど
分
解
さ

れ
ず
に
成
層
圏
に
達
し
ま
す
。
そ

し
て
紫
外
線
に
よ
り
化
学
分
解
さ

れ
、
塩
素
原
子
を
放
出
し
て
成
層

圏
の
オ
ゾ
ン
を
破
壊
し
ま
す
。

現
在
、
フ
ロ
ン
を
使
っ
た
家
電

の
生
産
は
中
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
古
い
も
の
に
は
使
わ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
フ
ロ
ン
の
排
出
を
抑
え

れ
ば
、
オ
ゾ
ン
層
は
回
復
し
て
い

く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

フ
ロ
ン
を
使
っ
た
製
品
を
廃
棄
す

る
に
は
、
空
気
中
に
放
出
さ
せ
な

い
よ
う
な
適
正
な
処
理
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
と
は
、
地
球
全
体

の
気
温
が
長
期
的
に
見
て
上
昇
し

て
い
る
現
象
の
こ
と
で
、
フ
ロ
ン

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
大
量
に

空
気
中
に
放
出
さ
れ
た
こ
と
が
、
要

因
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
が
進
む
と
、
生
態

系
の
変
化
や
異
常
気
象
の
増
加
、

海
面
の
上
昇
に
伴
う
海
岸
の
浸
食

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

温
暖
化
防
止
の
た
め
に
も
、
フ

ロ
ン
を
排
出
さ
せ
な
い
取
り
組
み

を
し
ま
し
ょ
う
。

地
球
の
直
径
は
約
１
２，

７
５

６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
こ
れ
を
１
メ

ー
ト
ル
の
球
体
と
考
え
る
と
、
大

気
の
厚
さ
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る

で
し
ょ
う
か
。

気
象
現
象
の
起
き
る
対
流
圏

（
高
度
平
均
約
11
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま

で
）
の
厚
さ
は
わ
ず
か
0.9
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
、
オ
ゾ
ン
層
の
あ
る
成
層

圏
（
高
度
最
大
約
50
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ま
で
）
は
わ
ず
か
3.9
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
と
な
り
ま
す
。

見
上
げ
る
と
高
い
空
も
、
地
球

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
を

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
守
ろ
う

と
、
東
金
市
役
所
で
８
月
１
日
、

東
金
地
区
タ
ク
シ
ー
事
業
者
会
・

東
金
警
察
署
長
・
東
金
市
・
九
十

九
里
町
・
大
網
白
里
町
の
首
長
と

教
育
長
等
が
出
席
し
、「
こ
ど
も

１
１
０
番
タ
ク
シ
ー
及
び
地
域
住

民
の
安
全
に
関
す
る
協
定
書
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

10
法
人
が
加
盟
す
る
東
金
地
区

タ
ク
シ
ー
事
業
者
会
に
は
、
現
在

85
台
の
車
両
が
登
録
。
加
盟
タ
ク

シ
ー
事
業
者
は
、
車
体
に
「
う
ご

く
こ
ど
も
１
１
０
ば
ん
」
と
書
か

れ
た
防
犯
プ
レ
ー
ト
を
張
り
、
子

ど
も
が
助
け
を
求
め
て
き
た
と
き

は
、
一
時
的
に
保
護
し
、
安
全
な

●
ご
存
じ
で
す
か

オ
ゾ
ン
層
と
フ
ロ
ン
の
関
係

●
大
気
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
？
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全
体
か
ら
見
れ
ば
薄
い
皮
み
た
い

な
も
の
で
し
か
な
い
の
で
す
。
そ

の
わ
ず
か
な
空
間
に
、
人
間
が
フ

ロ
ン
や
温
室
効
果
ガ
ス
な
ど
を
放

出
し
続
け
る
の
は
、
と
て
も
危
険

な
こ
と
な
の
で
す
。
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場
所
へ
の
移
送
や
警
察
・
関
係
機

関
へ
通
報
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま

た
日
ご
ろ
か
ら
、
業
務
中
も

「
声
掛
け
・
チ
カ
ン
・
付
き
ま
と

い
行
為
」
等
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見

守
り
ま
す
。
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●
地
球
温
暖
化
に
も
影
響

を
与
え
る
フ
ロ
ン

○
東
金
地
区
タ
ク
シ
ー
事

業
者
会
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問問

舌を鏡で見てみましょう。舌の表面に汚れが付いていませんか。この汚れを舌苔
ぜったい

といいます。舌苔は、口の中の

細菌、唾液成分、食べ物のカスなどからできた舌につくコケのようなもので、白や黄、褐色などの色をしています。

舌苔は、口の中の細菌の貯蔵庫的な役割をしているため、口臭や誤嚥性
ごえんせい

肺炎の原因になります。また舌苔が多量に

ついていると、舌の感覚が鈍くなったり、味を感じにくくなることもあります。感染症や誤嚥性肺炎を予防し、味わ

舌ケアの方法

①舌を前につき出す

②水にぬらした歯ブラシを舌の表面にあて、

軽い力で奥から前に向かって動かす

③２・３回動かしたら、流水で歯ブラシを洗い、

これを歯ブラシに舌苔が付かなくなるまで繰

り返す

奥から前へ奥から前へ奥から前へ奥から前へ奥から前へ奥から前へ奥から前へ奥から前へ奥から前へ奥から前へ奥から前へ奥から前へ奥から前へ奥から前へ奥から前へ奥から前へ奥から前へ

舌ケアのポイント

・舌は歯と違って軟らかい組織なので、磨き

すぎや力の入れすぎに注意する

・１日１回、舌苔が多くついている起床直後

に行うのが効果的

・やわらかい歯ブラシや舌ブラシを使う

・鏡を見て舌苔が取れたか確認する

・口の中が乾燥したり、舌を動かすことが少

ないと舌苔がつきやすくなるので、舌の体

操をしたり、水分をしっかりとったりする

舌ブラシ舌ブラシ舌ブラシ舌ブラシ舌ブラシ舌ブラシ舌ブラシ舌ブラシ舌ブラシ舌ブラシ舌ブラシ舌ブラシ舌ブラシ舌ブラシ舌ブラシ舌ブラシ舌ブラシ

▲町長から町内タクシー事業者へ手渡される防犯プレート

企画政策課政策推進班 �（70）０３１５問

っておいしく食べるためにも、舌ケアを始めましょう。

※誤嚥性肺炎とは…口腔機能が低下する高齢者や脳卒

中患者に多い。食べカスなどから繁殖した細菌を、知

らないうちに気道から肺へ吸い込んでしまうことによ

り起こる肺炎。


